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私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 


 


私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改


正
す
る
。 


 


第
七
条
の
二
第
六
項
第
一
号
中
「
調
査
開
始
日
」
を
「
当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
第
四
十
七
条
第
一
項
第
四
号


に
掲
げ
る
処
分
又
は
第
百
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
が
最
初
に
行
わ
れ
た
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
調
査
開
始
日
」


と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
事
前
通
知
」
を
「
第
五
十
条
第
六
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
四
十
九


条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
次
項
に
お
い
て
「
事
前
通
知
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
第
一
号
中
「
次
項
」


の
下
に
「
か
ら
第
九
項
ま
で
」
を
加
え
、
同
条
第
八
項
中
「
第
一
号
及
び
第
三
号
に
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
」
に
、


「
同
項
又
は
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
」
を
「
、
同
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
」
に
改
め
、
「
第
二
号
及
び
第
三
号
に
該
当
す


る
と
き
は
第
一
項
又
は
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
課
徴
金
の
額
に
百
分
の
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
、


そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
条
第
九
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 


 


第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
公
正
取
引
委
員
会
は
、
当
該
事
業
者
が
第
一
号
及
び
第
三
号
に
該
当
す
る
と
き
（
第
二
号
に
該


当
す
る
と
き
を
除
く
。
）
は
同
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
課
徴
金
の
額
に
百
分
の
三
十
以
内
に
お
い


 
 


一







 


二


て
政
令
で
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
は
第
一
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規


定
に
よ
り
計
算
し
た
課
徴
金
の
額
に
当
該
政
令
で
定
め
る
率
に
百
分
の
二
十
を
加
え
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
、
そ
れ
ぞ


れ
当
該
課
徴
金
の
額
か
ら
減
額
す
る
も
の
と
す
る
。 


 


一 


当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
の
調
査
開
始
日
前
の
公
正
取
引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
日
以
後
に
お
い
て
、


こ
の
法
律
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
を
遵
守
す
る
た
め
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
管
理
体
制
を
有
し
て
い
る
者


（
前
二
項
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
で
あ
る
こ
と
。 


 


二 


当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
の
調
査
開
始
日
以
後
の
公
正
取
引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
日
ま
で
に
、
公
正


取
引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
単
独
で
、
当
該
違
反
行
為
及
び
当
該
違
反
行
為
に
関
す
る
入
札
談
合
等
関


与
行
為
（
入
札
談
合
等
関
与
行
為
の
排
除
そ
の
他
入
札
談
合
等
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
一
号
）


第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
入
札
談
合
等
関
与
行
為
を
い
う
。
次
項
及
び
第
十
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
事
実
の


報
告
及
び
資
料
の
提
出
（
第
四
十
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
処
分
又
は
第
百
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
そ
の
他
に


よ
り
既
に
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
つ
て
把
握
さ
れ
て
い
る
事
実
に
係
る
も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
つ


た
者
で
あ
る
こ
と
。 







 
三 


第
一
号
に
規
定
す
る
期
日
以
後
に
お
い
て
、
当
該
違
反
行
為
を
し
て
い
た
者
で
な
い
こ
と
。 


 


第
七
条
の
二
第
十
項
中
「
公
正
取
引
委
員
会
は
」
の
下
に
「
、
第
六
項
第
一
号
」
を
加
え
、
「
第
八
項
第
一
号
若
し
く
は
第


二
号
」
を
「
第
八
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
七
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
「
該
当
す
る
事
業
者
」
の


下
に
「
（
第
八
項
の
規
定
に
該
当
す
る
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
同
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
以
下
こ
の


項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
、
「
当
該
違
反
行
為
」
の
下
に
「
（
第
八
項
又
は
第
九
項
の
規
定
に
該
当
す
る
事
業
者
に
あ
つ
て


は
、
当
該
違
反
行
為
及
び
当
該
違
反
行
為
に
関
す
る
入
札
談
合
等
関
与
行
為
）
」
を
加
え
、
同
条
第
十
二
項
中
「
公
正
取
引
委


員
会
が
」
の
下
に
「
、
第
六
項
第
一
号
」
を
加
え
、
「
第
八
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
」
を
「
第
八
項
第
二
号
」
に
、
「
第


七
項
か
ら
」
を
「
第
六
項
か
ら
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
中
「
第
七
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
項
中
「
か


ら
第
六
項
ま
で
、
第
八
項
又
は
第
九
項
」
を
「
、
第
五
項
又
は
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
か


ら
第
六
項
ま
で
、
第
八
項
若
し
く
は
第
九
項
」
を
「
、
第
五
項
若
し
く
は
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
十
七


項
及
び
第
十
八
項
中
「
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
八
項
、
第
九
項
」
を
「
、
第
五
項
、
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
に
改
め
、
同


条
第
二
十
項
中
「
第
七
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
る
。 


 


第
七
条
の
二
第
九
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 


 
 


三







 


四


 
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
公
正
取
引
委
員
会
は
、
当
該
事
業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
は
、
同
項
、


第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
課
徴
金
の
額
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
、
当
該
課
徴
金
の
額
か
ら
減


額
す
る
も
の
と
す
る
。 


 


一 


当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
の
調
査
開
始
日
以
後
の
公
正
取
引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
日
ま
で
に
、
公
正


取
引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
単
独
で
、
当
該
違
反
行
為
及
び
当
該
違
反
行
為
に
関
す
る
入
札
談
合
等
関


与
行
為
に
係
る
事
実
の
報
告
及
び
資
料
の
提
出
を
行
つ
た
者
（
前
三
項
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
で
あ
る
こ
と
。 


 


二 


前
号
に
規
定
す
る
期
日
以
後
に
お
い
て
、
当
該
違
反
行
為
を
し
て
い
た
者
で
な
い
こ
と
。 


 


第
七
条
の
二
第
五
項
を
削
る
。 


 


第
八
条
の
三
中
「
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
七
項
」
を
「
、
第
四
項
、
第
六
項
」
に
改
め
、
「
、
同
条
第
五
項
中
「
当
該
事
業


者
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
特
定
事
業
者
」
と
、
「
を
や
め
た
者
（
次
項
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
当
該
違
反
行
為
」
と
あ
る


の
は
「
の
実
行
と
し
て
の
事
業
活
動
を
や
め
た
者
（
当
該
違
反
行
為
の
実
行
と
し
て
の
事
業
活
動
」
と
」
を
削
り
、
「
同
条
第


七
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
、
「
同
条
第
八
項
」
を
「
同
条
第
七
項
」
に
、
「
「
又
は
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
」
と
あ
る


の
は
「
、
第
四
項
又
は
第
五
項
」
」
を
「
「
、
第
四
項
又
は
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
第
四
項
」
」
に
、
「
同
条
第
九
項







中
「
当
該
違
反
行
為
を
し
た
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
違
反
行
為
を
し
た
事
業
者
団
体
の
特
定
事
業
者
」
と
、
「
又
は
第


四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
四
項
又
は
第
五
項
」
」
を
「
同
条
第
八
項
及
び
第
九
項
中
「
当
該
事
業
者
」
と


あ
る
の
は
「
当
該
特
定
事
業
者
」
と
、
「
、
第
四
項
又
は
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
第
四
項
」
」
に
、
「
か
ら
第
六
項
ま


で
、
第
八
項
、
第
九
項
」
を
「
、
第
五
項
、
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
に
、
「
、
第
五
項
、
第
八
項
又
は
第
九
項
」
を
「
又


は
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
に
改
め
る
。 


 
 
 


附 


則 


 


（
施
行
期
日
） 


第
一
条 


こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 


 


（
経
過
措
置
） 


第
二
条 


こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
一
の
違
反
行
為
に
つ
い
て
当
該
違
反
行
為
を
し
た
事


業
者
又
は
事
業
者
団
体
若
し
く
は
そ
の
構
成
事
業
者
（
構
成
事
業
者
が
他
の
事
業
者
の
利
益
の
た
め
に
す
る
行
為
を
行
う
も


の
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
業
者
を
含
む
。
）
の
全
部
又
は
一
部
に
対
し
改
正
前
の
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の


確
保
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
七
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
処
分
又
は
旧
法
第
百
二
条
第
一


 
 


五







 


六


項
に
規
定
す
る
処
分
（
こ
れ
ら
の
処
分
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
旧
法
第
五
十
条
第
六
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用


す
る
旧
法
第
四
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
）
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
課
徴
金
の
額
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
な
お


従
前
の
例
に
よ
る
。 


第
三
条 


改
正
後
の
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
の
二
第


一
項
の
規
定
に
よ
り
課
徴
金
の
納
付
を
命
ず
る
場
合
に
お
い
て
、当
該
違
反
行
為
（
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）


に
係
る
事
件
に
つ
い
て
新
法
第
四
十
七
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
処
分
又
は
新
法
第
百
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
が


最
初
に
行
わ
れ
た
日
（
こ
れ
ら
の
処
分
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
新
法
第
五
十
条
第
六
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用


す
る
新
法
第
四
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
日
。
次
条
に
お
い
て
「
調
査
開
始
日
等
」
と
い
う
。
）
が
施


行
日
以
後
で
あ
り
、
か
つ
、
施
行
日
前
に
当
該
違
反
行
為
を
や
め
た
事
業
者
が
旧
法
第
七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
該
当
す


る
と
き
に
お
け
る
課
徴
金
の
額
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 


第
四
条 


新
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
課
徴
金
の
納
付
を
命
ず
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
違
反
行
為
（
施
行
日
前


に
開
始
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
調
査
開
始
日
等
が
施
行
日
以
後
で
あ
り
、
か
つ
、
施
行
日
前
に
公


正
取
引
委
員
会
に
対
し
当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
実
の
報
告
及
び
資
料
の
提
出
を
行
っ
た
事
業
者
が
旧
法
第
七
条
の
二
第
八







項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規
定
に
該
当
す
る
と
き
に
お
け
る
課
徴
金
の
額
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 


 


（
政
令
へ
の
委
任
） 


第
五
条 
前
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。 


 


 


（
指
名
停
止
措
置
の
基
準
の
見
直
し
） 


第
六
条 


政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
速
や
か
に
、
課
徴
金
の
減
免
に
係
る
制
度
の
実
効
性
の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
国


の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
に
お
い
て
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
者
を
期
間
を
定
め
て
一
般
競
争
入


札
に
参
加
さ
せ
ず
、
又
は
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
と
し
て
指
名
し
な
い
こ
と
と
す
る
措
置
（
以
下
「
指
名
停
止
措
置
」


と
い
う
。
）
に
関
し
て
、
課
徴
金
の
免
除
を
受
け
た
者
を
指
名
停
止
措
置
の
対
象
と
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
等
指
名
停
止


措
置
の
基
準
に
つ
い
て
必
要
な
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。 


 
 


七







 


八


 
 







 
 
 
 


 


理 


由 


 


最
近
に
お
け
る
官
製
談
合
等
の
事
件
の
発
生
に
関
す
る
状
況
に
か
ん
が
み
、
官
製
談
合
等
の
防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
課


徴
金
の
減
免
制
度
に
つ
い
て
、
入
札
談
合
等
関
与
行
為
に
係
る
事
実
の
報
告
等
を
行
っ
た
事
業
者
に
つ
い
て
課
徴
金
の
額
を
減


額
す
る
措
置
の
創
設
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


  
 


九








私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 


新
旧
対
照
表 


○
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
） 


改 


正 


案 


現 
 


 


行 


第
七
条
の
二 
１
～
４
ま
で
（
略
） 


［
削
除
］ 


              


⑤ 


第
一
項
（
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下


こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
課
徴
金
の
納
付
を
命
ず
る
場
合
に


第
七
条
の
二 


１
～
４
ま
で
（
略
） 


⑤ 


第
一
項
の
規
定
に
よ
り
課
徴
金
の
納
付
を
命
ず
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該


事
業
者
が
、
当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
第
四
十
七
条
第
一
項
第


四
号
に
掲
げ
る
処
分
又
は
第
百
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
が
最
初
に
行


わ
れ
た
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
調
査
開
始
日
」
と
い
う
。
）
の
一
月
前


の
日
（
当
該
処
分
が
行
わ
れ
な
か
つ
た
と
き
は
、
当
該
事
業
者
が
当
該
違
反


行
為
に
つ
い
て
第
五
十
条
第
六
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
四
十


九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
次
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
「
事
前
通


知
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
日
の
一
月
前
の
日
）
ま
で
に
当
該
違
反
行
為
を
や


め
た
者
（
次
項
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
当
該
違
反
行
為
に
係
る
実
行
期


間
が
二
年
未
満
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
で
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
中
「
百
分


の
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
八
」
と
、
「
百
分
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
百
分


の
二
・
四
」
と
、
「
百
分
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
一
・
六
」
と
、
前
項


中
「
百
分
の
四
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
三
・
二
」
と
、
「
百
分
の
一
・
二
」


と
あ
る
の
は
「
百
分
の
一
」
と
、
「
百
分
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
〇
・


八
」
と
す
る
。 


⑥ 


第
一
項
（
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下


こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
課
徴
金
の
納
付
を
命
ず
る
場
合
に


 


一 







 


二 


お
い
て
、
当
該
事
業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と


き
は
、
第
一
項
中
「
百
分
の
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
十
五
」
と
、
「
百
分


の
三
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
四
・
五
」
と
、
「
百
分
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
百


分
の
三
」
と
、
第
四
項
中
「
百
分
の
四
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
六
」
と
、
「
百


分
の
一
・
二
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
一
・
八
」
と
、
「
百
分
の
一
」
と
あ
る


の
は
「
百
分
の
一
・
五
」
と
す
る
。 


 


一 


当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
第
四
十
七
条
第
一
項
第
四
号
に


掲
げ
る
処
分
又
は
第
百
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
が
最
初
に
行
わ
れ


た
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
調
査
開
始
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
さ
か
の


ぼ
り
十
年
以
内
に
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る


者
（
当
該
命
令
が
確
定
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）


又
は
第
十
三
項
若
し
く
は
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
若
し
く
は
第
五


十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
決
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者 


 


二 


第
四
十
七
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
処
分
又
は
第
百
二
条
第
一
項
に


規
定
す
る
処
分
が
行
わ
れ
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
業
者
が
当


該
違
反
行
為
に
つ
い
て
第
五
十
条
第
六
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す


る
第
四
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
次
項
に
お
い
て
「
事
前
通


知
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
り
十
年
以
内
に
、
第
一
項
の


規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
又
は
第
十
三
項
若
し
く
は
第


十
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
若
し
く
は
第
五
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ


る
審
決
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者 


お
い
て
、
当
該
事
業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と


き
は
、
第
一
項
中
「
百
分
の
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
十
五
」
と
、
「
百
分


の
三
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
四
・
五
」
と
、
「
百
分
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
百


分
の
三
」
と
、
第
四
項
中
「
百
分
の
四
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
六
」
と
、
「
百


分
の
一
・
二
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
一
・
八
」
と
、
「
百
分
の
一
」
と
あ
る


の
は
「
百
分
の
一
・
五
」
と
す
る
。 


 


一 


調
査
開
始
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
り
十
年
以
内
に
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る


命
令
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
（
当
該
命
令
が
確
定
し
て
い
る
場
合
に
限


る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
第
十
三
項
若
し
く
は
第
十
六
項
の
規
定


に
よ
る
通
知
若
し
く
は
第
五
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
決
を
受
け


た
こ
と
が
あ
る
者 


   


二 


第
四
十
七
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
処
分
又
は
第
百
二
条
第
一
項
に


規
定
す
る
処
分
が
行
わ
れ
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
業
者
が
当


該
違
反
行
為
に
つ
い
て
事
前
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
り
十
年
以


内
に
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
又
は
第
十


三
項
若
し
く
は
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
若
し
く
は
第
五
十
一
条
第


二
項
の
規
定
に
よ
る
審
決
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者 


  


 







⑥ 


公
正
取
引
委
員
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
課
徴
金
を
納
付
す
べ
き
事


業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
か


か
わ
ら
ず
、
当
該
事
業
者
に
対
し
、
課
徴
金
の
納
付
を
命
じ
な
い
も
の
と
す


る
。 


 


 


一 


公
正
取
引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
単
独
で
、
当
該
違


反
行
為
を
し
た
事
業
者
の
う
ち
最
初
に
公
正
取
引
委
員
会
に
当
該
違
反
行


為
に
係
る
事
実
の
報
告
及
び
資
料
の
提
出
を
行
つ
た
者
（
当
該
報
告
及
び


資
料
の
提
出
が
当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
の
調
査
開
始
日


（
第
四
十
七
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
処
分
又
は
第
百
二
条
第
一
項
に


規
定
す
る
処
分
が
行
わ
れ
な
か
つ
た
と
き
は
、
当
該
事
業
者
が
当
該
違
反


行
為
に
つ
い
て
事
前
通
知
を
受
け
た
日
。
次
号
及
び
次
項
か
ら
第
九
項
ま


で
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
後
に
行
わ
れ
た
場
合
を
除
く
。
）
で
あ
る
こ
と
。 


 


二 


当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
の
調
査
開
始
日
以
後
に
お
い


て
、
当
該
違
反
行
為
を
し
て
い
た
者
で
な
い
こ
と
。 


 


⑦ 


第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
公
正
取
引
委
員
会
は
、
当
該
事
業
者
が
次
の


各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
は
、
同
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規


定
に
よ
り
計
算
し
た
課
徴
金
の
額
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
、
当


該
課
徴
金
の
額
か
ら
減
額
す
る
も
の
と
す
る
。 


   


一 


公
正
取
引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
単
独
で
、
当
該
違


⑦ 


公
正
取
引
委
員
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
課
徴
金
を
納
付
す
べ
き
事


業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
か


か
わ
ら
ず
、
当
該
事
業
者
に
対
し
、
課
徴
金
の
納
付
を
命
じ
な
い
も
の
と
す


る
。 


 


 


一 


公
正
取
引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
単
独
で
、
当
該
違


反
行
為
を
し
た
事
業
者
の
う
ち
最
初
に
公
正
取
引
委
員
会
に
当
該
違
反
行


為
に
係
る
事
実
の
報
告
及
び
資
料
の
提
出
を
行
つ
た
者
（
当
該
報
告
及
び


資
料
の
提
出
が
当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
の
調
査
開
始
日


（
第
四
十
七
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
処
分
又
は
第
百
二
条
第
一
項
に


規
定
す
る
処
分
が
行
わ
れ
な
か
つ
た
と
き
は
、
当
該
事
業
者
が
当
該
違
反


行
為
に
つ
い
て
事
前
通
知
を
受
け
た
日
。
次
号
及
び
次
項
に
お
い
て
同


じ
。
）
以
後
に
行
わ
れ
た
場
合
を
除
く
。
）
で
あ
る
こ
と
。 


 


 


二 


当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
の
調
査
開
始
日
以
後
に
お
い


て
、
当
該
違
反
行
為
を
し
て
い
た
者
で
な
い
こ
と
。 


 


⑧ 


第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
公
正
取
引
委
員
会
は
、
当
該
事
業
者
が
第
一


号
及
び
第
三
号
に
該
当
す
る
と
き
は
同
項
又
は
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の


規
定
に
よ
り
計
算
し
た
課
徴
金
の
額
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
、


第
二
号
及
び
第
三
号
に
該
当
す
る
と
き
は
第
一
項
又
は
第
四
項
か
ら
第
六
項


ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
課
徴
金
の
額
に
百
分
の
三
十
を
乗
じ
て
得
た


額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
課
徴
金
の
額
か
ら
減
額
す
る
も
の
と
す
る
。 


 


 


一 


公
正
取
引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
単
独
で
、
当
該
違


 


三 







 


四 


反
行
為
を
し
た
事
業
者
の
う
ち
二
番
目
に
公
正
取
引
委
員
会
に
当
該
違
反


行
為
に
係
る
事
実
の
報
告
及
び
資
料
の
提
出
を
行
つ
た
者
（
当
該
報
告
及


び
資
料
の
提
出
が
当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
の
調
査
開
始
日


以
後
に
行
わ
れ
た
場
合
を
除
く
。
）
で
あ
る
こ
と
。 


［
削
除
］ 


     


二 


当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
の
調
査
開
始
日
以
後
に
お
い


て
、
当
該
違
反
行
為
を
し
て
い
た
者
で
な
い
こ
と
。 


⑧ 


第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
公
正
取
引
委
員
会
は
、
当
該
事
業
者
が
第
一


号
及
び
第
三
号
に
該
当
す
る
と
き
（
第
二
号
に
該
当
す
る
と
き
を
除
く
。
）
は


同
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
課
徴
金
の
額
に
百
分


の
三
十
以
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
、
次
の
各
号


の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
は
第
一
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に


よ
り
計
算
し
た
課
徴
金
の
額
に
当
該
政
令
で
定
め
る
率
に
百
分
の
二
十
を
加


え
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
課
徴
金
の
額
か
ら
減
額


す
る
も
の
と
す
る
。 


  


反
行
為
を
し
た
事
業
者
の
う
ち
二
番
目
に
公
正
取
引
委
員
会
に
当
該
違
反


行
為
に
係
る
事
実
の
報
告
及
び
資
料
の
提
出
を
行
つ
た
者
（
当
該
報
告
及


び
資
料
の
提
出
が
当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
の
調
査
開
始
日


以
後
に
行
わ
れ
た
場
合
を
除
く
。
）
で
あ
る
こ
と
。 


 


 


二 


公
正
取
引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
単
独
で
、
当
該
違


反
行
為
を
し
た
事
業
者
の
う
ち
三
番
目
に
公
正
取
引
委
員
会
に
当
該
違
反


行
為
に
係
る
事
実
の
報
告
及
び
資
料
の
提
出
を
行
つ
た
者
（
当
該
報
告
及


び
資
料
の
提
出
が
当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
の
調
査
開
始
日


以
後
に
行
わ
れ
た
場
合
を
除
く
。
）
で
あ
る
こ
と
。 


 


 


三 


当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
の
調
査
開
始
日
以
後
に
お
い


て
、
当
該
違
反
行
為
を
し
て
い
た
者
で
な
い
こ
と
。 


 


⑨ 


第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
公
正
取
引
委
員
会
は
、
当
該
違
反
行
為
に
つ


い
て
第
七
項
第
一
号
又
は
前
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
報


告
及
び
資
料
の
提
出
を
行
つ
た
者
の
数
が
三
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
違


反
行
為
を
し
た
事
業
者
の
う
ち
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
（
第


七
項
第
一
号
又
は
前
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
報
告
及
び


資
料
の
提
出
を
行
つ
た
者
の
数
と
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
報
告
及
び
資
料
の


提
出
を
行
つ
た
者
の
数
を
合
計
し
た
数
が
三
以
下
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に


つ
い
て
は
、
第
一
項
又
は
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
し


た
課
徴
金
の
額
に
百
分
の
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
、
当
該
課
徴
金
の
額
か


ら
減
額
す
る
も
の
と
す
る
。 


 


 







 
一 


当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
の
調
査
開
始
日
前
の
公
正
取
引


委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
日
以
後
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
そ
の
他
の
法
令


の
規
定
を
遵
守
す
る
た
め
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
管
理
体
制


を
有
し
て
い
る
者
（
前
二
項
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
で
あ
る
こ
と
。


 


二 


当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
の
調
査
開
始
日
以
後
の
公
正
取


引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
日
ま
で
に
、
公
正
取
引
委
員
会
規
則
で
定
め


る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
単
独
で
、
当
該
違
反
行
為
及
び
当
該
違
反
行
為
に
関


す
る
入
札
談
合
等
関
与
行
為
（
入
札
談
合
等
関
与
行
為
の
排
除
そ
の
他
入


札
談
合
等
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
一
号
）
第


二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
入
札
談
合
等
関
与
行
為
を
い
う
。
次
項
及
び
第


十
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
事
実
の
報
告
及
び
資
料
の
提
出
（
第
四


十
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
処
分
又
は
第
百
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る


処
分
そ
の
他
に
よ
り
既
に
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
つ
て
把
握
さ
れ
て
い
る


事
実
に
係
る
も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
つ
た
者
で
あ
る


こ
と
。 


 


三 


第
一
号
に
規
定
す
る
期
日
以
後
に
お
い
て
、
当
該
違
反
行
為
を
し
て
い


た
者
で
な
い
こ
と
。 


⑨ 


第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
公
正
取
引
委
員
会
は
、
当
該
事
業
者
が
次
の


各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
は
、
同
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規


定
に
よ
り
計
算
し
た
課
徴
金
の
額
に
百
分
の
二
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
、
当


該
課
徴
金
の
額
か
ら
減
額
す
る
も
の
と
す
る
。 


［
新
設
］ 


    


一 


当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
の
調
査
開
始
日
以
後
公
正
取
引


委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
日
ま
で
に
、
公
正
取
引
委
員
会
規
則
で
定
め
る


と
こ
ろ
に
よ
り
、
単
独
で
、
公
正
取
引
委
員
会
に
当
該
違
反
行
為
に
係
る


事
実
の
報
告
及
び
資
料
の
提
出
（
第
四
十
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
処


分
又
は
第
百
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
そ
の
他
に
よ
り
既
に
公
正
取


引
委
員
会
に
よ
つ
て
把
握
さ
れ
て
い
る
事
実
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
行


つ
た
者 


     


二 


前
号
の
報
告
及
び
資
料
の
提
出
を
行
つ
た
日
以
後
に
お
い
て
当
該
違
反


行
為
を
し
て
い
た
者
以
外
の
者 


［
新
設
］ 


   


 


五 







 


六 


 
一 


当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
の
調
査
開
始
日
以
後
の
公
正
取


引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
日
ま
で
に
、
公
正
取
引
委
員
会
規
則
で
定
め


る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
単
独
で
、
当
該
違
反
行
為
及
び
当
該
違
反
行
為
に
関


す
る
入
札
談
合
等
関
与
行
為
に
係
る
事
実
の
報
告
及
び
資
料
の
提
出
を
行


つ
た
者
（
前
三
項
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
で
あ
る
こ
と
。 


 


二 


前
号
に
規
定
す
る
期
日
以
後
に
お
い
て
、
当
該
違
反
行
為
を
し
て
い
た


者
で
な
い
こ
と
。 


⑩ 


公
正
取
引
委
員
会
は
、
第
六
項
第
一
号
、
第
七
項
第
一
号
、
第
八
項
第
二


号
又
は
前
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
報
告
及
び
資
料
の
提
出
を
受
け
た
と
き


は
、
当
該
報
告
及
び
資
料
の
提
出
を
行
つ
た
事
業
者
に
対
し
、
速
や
か
に
文


書
を
も
つ
て
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 


⑪ 


公
正
取
引
委
員
会
は
、
第
六
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
の
い
ず
れ
か
に


該
当
す
る
事
業
者
（
第
八
項
の
規
定
に
該
当
す
る
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
同


項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同


じ
。
）
に
対
し
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
る
通


知
を
す
る
ま
で
の
間
、
当
該
事
業
者
に
対
し
、
当
該
違
反
行
為
（
第
八
項
又


は
第
九
項
の
規
定
に
該
当
す
る
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
違
反
行
為
及
び


当
該
違
反
行
為
に
関
す
る
入
札
談
合
等
関
与
行
為
）
に
係
る
事
実
の
報
告
又


は
資
料
の
提
出
を
追
加
し
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 


⑫ 


公
正
取
引
委
員
会
が
、
第
六
項
第
一
号
、
第
七
項
第
一
号
、
第
八
項
第
二


号
又
は
第
九
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
報
告
及
び
資
料
の
提
出
を
行
つ
た
事


       


⑩ 


公
正
取
引
委
員
会
は
、
第
七
項
第
一
号
、
第
八
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二


号
又
は
前
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
報
告
及
び
資
料
の
提
出
を
受
け
た
と
き


は
、
当
該
報
告
及
び
資
料
の
提
出
を
行
つ
た
事
業
者
に
対
し
、
速
や
か
に
文


書
を
も
つ
て
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 


 


⑪ 


公
正
取
引
委
員
会
は
、
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
の
い
ず
れ
か
に


該
当
す
る
事
業
者
に
対
し
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
第
十
三
項
の
規


定
に
よ
る
通
知
を
す
る
ま
で
の
間
、
当
該
事
業
者
に
対
し
、
当
該
違
反
行
為


に
係
る
事
実
の
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
追
加
し
て
求
め
る
こ
と
が
で
き


る
。 


 


   


⑫ 


公
正
取
引
委
員
会
が
、
第
七
項
第
一
号
、
第
八
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二


号
又
は
第
九
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
報
告
及
び
資
料
の
提
出
を
行
つ
た
事


 







業
者
に
対
し
て
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
次
項
の
規
定
に
よ
る
通
知


を
す
る
ま
で
の
間
に
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
実
が
あ
る
と


認
め
る
と
き
は
、
第
六
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ


ら
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。 


 


一 


当
該
事
業
者
が
行
つ
た
当
該
報
告
又
は
提
出
し
た
当
該
資
料
に
虚
偽
の


内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
。 


 


二 


前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
業
者
が
求
め
ら
れ
た
報
告
若
し
く
は


資
料
の
提
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
し
た


こ
と
。 


 


三 


当
該
事
業
者
が
し
た
当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
お
い
て
、
当
該
事


業
者
が
他
の
事
業
者
に
対
し
第
一
項
に
規
定
す
る
違
反
行
為
を
す
る
こ
と


を
強
要
し
、
又
は
他
の
事
業
者
が
当
該
違
反
行
為
を
や
め
る
こ
と
を
妨
害


し
て
い
た
こ
と
。 


⑬ 


公
正
取
引
委
員
会
は
、
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
課
徴
金
の
納
付
を
命
じ
な


い
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
該
当
す
る
事
業
者
が
し
た
違
反
行


為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
当
該
事
業
者
以
外
の
事
業
者
に
対
し
第
一
項
の
規


定
に
よ
る
命
令
を
す
る
際
に
（
同
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
な
い
場
合
に


あ
つ
て
は
、
公
正
取
引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
き
ま
で
に
。
第
十
六
項
に


お
い
て
同
じ
。
）
、
こ
れ
と
併
せ
て
当
該
事
業
者
に
対
し
、
文
書
を
も
つ
て
そ


の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 


 


⑭ 


公
正
取
引
委
員
会
は
、
第
一
項
（
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す


業
者
に
対
し
て
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
次
項
の
規
定
に
よ
る
通
知


を
す
る
ま
で
の
間
に
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
実
が
あ
る
と


認
め
る
と
き
は
、
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ


ら
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。 


 


 


一 


当
該
事
業
者
が
行
つ
た
当
該
報
告
又
は
提
出
し
た
当
該
資
料
に
虚
偽
の


内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
。 


 


 


二 


前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
業
者
が
求
め
ら
れ
た
報
告
若
し
く
は


資
料
の
提
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
し
た


こ
と
。 


 


 


三 


当
該
事
業
者
が
し
た
当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
お
い
て
、
当
該
事


業
者
が
他
の
事
業
者
に
対
し
第
一
項
に
規
定
す
る
違
反
行
為
を
す
る
こ
と


を
強
要
し
、
又
は
他
の
事
業
者
が
当
該
違
反
行
為
を
や
め
る
こ
と
を
妨
害


し
て
い
た
こ
と
。 


 


⑬ 


公
正
取
引
委
員
会
は
、
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
課
徴
金
の
納
付
を
命
じ
な


い
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
該
当
す
る
事
業
者
が
し
た
違
反
行


為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
当
該
事
業
者
以
外
の
事
業
者
に
対
し
第
一
項
の
規


定
に
よ
る
命
令
を
す
る
際
に
（
同
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
な
い
場
合
に


あ
つ
て
は
、
公
正
取
引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
き
ま
で
に
。
第
十
六
項
に


お
い
て
同
じ
。
）
、
こ
れ
と
併
せ
て
当
該
事
業
者
に
対
し
、
文
書
を
も
つ
て
そ


の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 


 


⑭ 


公
正
取
引
委
員
会
は
、
第
一
項
（
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す


 


七 







 


八 


る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
、
第
十
七
項
及
び
第
十
八
項
に
お
い
て
同
じ
。
）


の
場
合
に
お
い
て
、
同
一
事
件
に
つ
い
て
、
当
該
事
業
者
に
対
し
、
罰
金
の


刑
に
処
す
る
確
定
裁
判
が
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
、
第
四
項
、
第
五
項
又
は


第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
に
代
え
て
、
そ
の
額


か
ら
当
該
罰
金
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
額
を
課
徴
金


の
額
と
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
項
、
第
四
項
、
第
五
項
若
し
く


は
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
が
当
該
罰
金
額
の


二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
を
超
え
な
い
と
き
、
又
は
当
該
控
除
後
の
額
が


百
万
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 


⑮
・
⑯ 


（
略
） 


⑰ 


第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
は
、
同
項
、
第
四
項
、
第
五
項
、


第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
又
は
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
課
徴
金


を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 


⑱ 


第
一
項
、
第
四
項
、
第
五
項
、
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
又
は
第
十
四
項


の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
課
徴
金
の
額
に
一
万
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き


は
、
そ
の
端
数
は
、
切
り
捨
て
る
。 


⑲ 


（
略
） 


⑳ 


前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
関


し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。 


 


第
八
条
の
三 


第
七
条
の
二
第
一
項
、
第
三
項
、
第
四
項
、
第
六
項
か
ら
第
十


る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
、
第
十
七
項
及
び
第
十
八
項
に
お
い
て
同
じ
。
）


の
場
合
に
お
い
て
、
同
一
事
件
に
つ
い
て
、
当
該
事
業
者
に
対
し
、
罰
金
の


刑
に
処
す
る
確
定
裁
判
が
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
、
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま


で
、
第
八
項
又
は
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
に
代
え
て
、
そ
の
額


か
ら
当
該
罰
金
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
額
を
課
徴
金


の
額
と
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
項
、
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、


第
八
項
若
し
く
は
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
が
当
該
罰
金
額
の
二


分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
を
超
え
な
い
と
き
、
又
は
当
該
控
除
後
の
額
が
百


万
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 


⑮
・
⑯ 


（
略
） 


⑰ 


第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
は
、
同
項
、
第
四
項
か
ら
第
六


項
ま
で
、
第
八
項
、
第
九
項
又
は
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
課
徴


金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 


⑱ 


第
一
項
、
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
八
項
、
第
九
項
又
は
第
十
四
項


の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
課
徴
金
の
額
に
一
万
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き


は
、
そ
の
端
数
は
、
切
り
捨
て
る
。 


⑲ 


（
略
） 


⑳ 
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
関


し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。 


 


第
八
条
の
三 


第
七
条
の
二
第
一
項
、
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
七
項
か


 







三
項
ま
で
、
第
十
七
項
、
第
十
八
項
及
び
第
二
十
一
項
の
規
定
は
、
第
八
条


第
一
項
第
一
号
（
不
当
な
取
引
制
限
に
相
当
す
る
行
為
を
す
る
場
合
に
限


る
。
）
又
は
第
二
号
（
不
当
な
取
引
制
限
に
該
当
す
る
事
項
を
内
容
と
す
る
国


際
的
協
定
又
は
国
際
的
契
約
を
す
る
場
合
に
限
る
。
）
の
規
定
に
違
反
す
る
行


為
が
行
わ
れ
た
場
合
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
の
二
第


一
項
中
「
事
業
者
が
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
者
団
体
が
」
と
、
「
当
該
事
業
者


に
対
し
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
事
業
者
団
体
の
構
成
事
業
者
（
事
業
者
の
利


益
の
た
め
に
す
る
行
為
を
行
う
役
員
、
従
業
員
、
代
理
人
そ
の
他
の
者
が
構


成
事
業
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い


て
「
特
定
事
業
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
当
該
事
業


者
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
特
定
事
業
者
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
納
付
す
べ


き
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
納
付
す
べ
き
特
定
事
業
者
」
と
、
「
当
該
事
業
者
」


と
あ
る
の
は
「
当
該
特
定
事
業
者
」
と
、
「
当
該
違
反
行
為
を
し
た
事
業
者
」


と
あ
る
の
は
「
当
該
違
反
行
為
を
し
た
事
業
者
団
体
の
特
定
事
業
者
」
と
、


「
を
し
て
い
た
」
と
あ
る
の
は
「
の
実
行
と
し
て
の
事
業
活
動
を
し
て
い
た
」


と
、
同
条
第
七
項
中
「
当
該
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
特
定
事
業
者
」


と
、
「
、
第
四
項
又
は
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
第
四
項
」
と
、
「
当
該


違
反
行
為
を
し
た
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
違
反
行
為
を
し
た
事
業
者


団
体
の
特
定
事
業
者
」
と
、
「
を
し
て
い
た
」
と
あ
る
の
は
「
の
実
行
と
し
て


の
事
業
活
動
を
し
て
い
た
」
と
、
同
条
第
八
項
及
び
第
九
項
中
「
当
該
事
業


者
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
特
定
事
業
者
」
と
、
「
、
第
四
項
又
は
第
五
項
」
と


ら
第
十
三
項
ま
で
、
第
十
七
項
、
第
十
八
項
及
び
第
二
十
一
項
の
規
定
は
、


第
八
条
第
一
項
第
一
号
（
不
当
な
取
引
制
限
に
相
当
す
る
行
為
を
す
る
場
合


に
限
る
。
）
又
は
第
二
号
（
不
当
な
取
引
制
限
に
該
当
す
る
事
項
を
内
容
と
す


る
国
際
的
協
定
又
は
国
際
的
契
約
を
す
る
場
合
に
限
る
。
）
の
規
定
に
違
反
す


る
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
の


二
第
一
項
中
「
事
業
者
が
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
者
団
体
が
」
と
、
「
当
該
事


業
者
に
対
し
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
事
業
者
団
体
の
構
成
事
業
者
（
事
業
者


の
利
益
の
た
め
に
す
る
行
為
を
行
う
役
員
、
従
業
員
、
代
理
人
そ
の
他
の
者


が
構
成
事
業
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に


お
い
て
「
特
定
事
業
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
当
該


事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
特
定
事
業
者
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
当
該


事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
特
定
事
業
者
」
と
、
「
を
や
め
た
者
（
次
項
に


該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
当
該
違
反
行
為
」
と
あ
る
の
は
「
の
実
行
と
し
て


の
事
業
活
動
を
や
め
た
者
（
当
該
違
反
行
為
の
実
行
と
し
て
の
事
業
活
動
」


と
、
同
条
第
七
項
中
「
納
付
す
べ
き
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
納
付
す
べ
き


特
定
事
業
者
」
と
、
「
当
該
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
特
定
事
業
者
」
と
、


「
当
該
違
反
行
為
を
し
た
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
違
反
行
為
を
し
た


事
業
者
団
体
の
特
定
事
業
者
」
と
、
「
を
し
て
い
た
」
と
あ
る
の
は
「
の
実
行


と
し
て
の
事
業
活
動
を
し
て
い
た
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
当
該
事
業
者
」


と
あ
る
の
は
「
当
該
特
定
事
業
者
」
と
、
「
又
は
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
」


と
あ
る
の
は
「
、
第
四
項
又
は
第
五
項
」
と
、
「
当
該
違
反
行
為
を
し
た
事
業


 


九 







 


一


〇 


あ
る
の
は
「
又
は
第
四
項
」
と
、
「
を
し
て
い
た
」
と
あ
る
の
は
「
の
実
行
と


し
て
の
事
業
活
動
を
し
て
い
た
」
と
、
同
条
第
十
項
及
び
第
十
一
項
中
「
事


業
者
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
事
業
者
」
と
、
同
条
第
十
二
項
中
「
行
つ
た
事


業
者
」
と
あ
る
の
は
「
行
つ
た
特
定
事
業
者
」
と
、
「
当
該
事
業
者
が
行
つ
た
」


と
あ
る
の
は
「
当
該
特
定
事
業
者
が
行
つ
た
」
と
、
「
、
当
該
事
業
者
」
と
あ


る
の
は
「
、
当
該
特
定
事
業
者
」
と
、
「
当
該
事
業
者
が
し
た
」
と
あ
る
の
は


「
当
該
事
業
者
団
体
が
し
た
」
と
、
「
他
の
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
他
の
特


定
事
業
者
」
と
、
「
第
一
項
に
規
定
す
る
違
反
行
為
を
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
当


該
違
反
行
為
の
実
行
と
し
て
の
事
業
活
動
を
行
う
」
と
、
「
を
や
め
る
」
と
あ


る
の
は
「
の
実
行
と
し
て
の
事
業
活
動
を
や
め
る
」
と
、
同
条
第
十
三
項
中


「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
事
業
者
」
と
、
「
し
た
違
反
行
為
」
と
あ
る


の
は
「
行
つ
た
同
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
報
告
」
と
、
同
条
第
十
七
項
及


び
第
十
八
項
中
「
第
四
項
、
第
五
項
、
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
又
は
第
十


四
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
項
又
は
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
と
読
み
替


え
る
も
の
と
す
る
。 


者
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
違
反
行
為
を
し
た
事
業
者
団
体
の
特
定
事
業
者
」


と
、
「
を
し
て
い
た
」
と
あ
る
の
は
「
の
実
行
と
し
て
の
事
業
活
動
を
し
て
い


た
」
と
、
同
条
第
九
項
中
「
当
該
違
反
行
為
を
し
た
事
業
者
」
と
あ
る
の
は


「
当
該
違
反
行
為
を
し
た
事
業
者
団
体
の
特
定
事
業
者
」
と
、
「
又
は
第
四
項


か
ら
第
六
項
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
四
項
又
は
第
五
項
」
と
、
「
を
し
て


い
た
」
と
あ
る
の
は
「
の
実
行
と
し
て
の
事
業
活
動
を
し
て
い
た
」
と
、
同


条
第
十
項
及
び
第
十
一
項
中
「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
事
業
者
」
と
、


同
条
第
十
二
項
中
「
行
つ
た
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
行
つ
た
特
定
事
業
者
」


と
、
「
当
該
事
業
者
が
行
つ
た
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
特
定
事
業
者
が
行
つ
た
」


と
、
「
、
当
該
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
、
当
該
特
定
事
業
者
」
と
、
「
当
該


事
業
者
が
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
事
業
者
団
体
が
し
た
」
と
、
「
他
の
事


業
者
」
と
あ
る
の
は
「
他
の
特
定
事
業
者
」
と
、
「
第
一
項
に
規
定
す
る
違
反


行
為
を
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
違
反
行
為
の
実
行
と
し
て
の
事
業
活
動


を
行
う
」
と
、
「
を
や
め
る
」
と
あ
る
の
は
「
の
実
行
と
し
て
の
事
業
活
動
を


や
め
る
」
と
、
同
条
第
十
三
項
中
「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
事
業
者
」


と
、
「
し
た
違
反
行
為
」
と
あ
る
の
は
「
行
つ
た
同
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る


報
告
」
と
、
同
条
第
十
七
項
及
び
第
十
八
項
中
「
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、


第
八
項
、
第
九
項
又
は
第
十
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
項
、
第
五
項
、
第


八
項
又
は
第
九
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 


 


 
 


 







  


一


一 








 
 
 


私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱 


第
一 
課
徴
金
の
減
免
制
度
の
改
正 


一 


公
正
取
引
委
員
会
は
、
課
徴
金
納
付
命
令
対
象
事
業
者
（
不
当
な
取
引
制
限
等
を
行
っ
た
者
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）


が
、
１
及
び
３
に
該
当
す
る
と
き
（
２
に
該
当
す
る
と
き
を
除
く
。
）
は
課
徴
金
の
額
に
百
分
の
三
十
以
内
に
お
い
て
政


令
で
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
、
１
か
ら
３
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
は
課
徴
金
の
額
に
当
該
政
令
で
定


め
る
率
に
百
分
の
二
十
を
加
え
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
課
徴
金
の
額
か
ら
減
額
す
る
も
の
と
す


る
こ
と
。 


 
 
 


 
 
 
 


 
 


 
 


 
 


 
 


 
 


 
 


 
 


 
 


 
 
 
 


 
 
 


（
第
七
条
の
二
第
八
項
関
係
） 


 
 


１ 


公
正
取
引
委
員
会
の
調
査
開
始
日
前
の
公
正
取
引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
日
以
後
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
そ
の
他


の
法
令
の
規
定
を
遵
守
す
る
た
め
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
管
理
体
制
を
有
し
て
い
る
者
（
第
七
条
の
二
第


六
項
又
は
第
七
項
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
で
あ
る
こ
と
。 


 
 


２ 


公
正
取
引
委
員
会
の
調
査
開
始
日
以
後
の
公
正
取
引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
日
ま
で
に
、
公
正
取
引
委
員
会
規
則


で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
単
独
で
、
当
該
違
反
行
為
及
び
当
該
違
反
行
為
に
関
す
る
入
札
談
合
等
関
与
行
為
に
係
る


事
実
の
報
告
及
び
資
料
の
提
出
（
既
に
公
正
取
引
委
員
会
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
る
事
実
に
係
る
も
の
を
除
く
。
二


 
 


一







 


二


に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
っ
た
者
で
あ
る
こ
と
。 


 
 


３ 


１
の
期
日
以
後
に
お
い
て
、
当
該
違
反
行
為
を
し
て
い
た
者
で
な
い
こ
と
。 


二 


公
正
取
引
委
員
会
は
、
課
徴
金
納
付
命
令
対
象
事
業
者
が
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
は
、
課
徴
金
の
額
に
百


分
の
二
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
、
当
該
課
徴
金
の
額
か
ら
減
額
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 


（
第
七
条
の
二
第
九
項
関
係
） 


 
 


１ 


公
正
取
引
委
員
会
の
調
査
開
始
日
以
後
の
公
正
取
引
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
日
ま
で
に
、
公
正
取
引
委
員
会
規
則


で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
単
独
で
、
当
該
違
反
行
為
及
び
当
該
違
反
行
為
に
関
す
る
入
札
談
合
等
関
与
行
為
に
係
る


事
実
の
報
告
及
び
資
料
の
提
出
を
行
っ
た
者
（
第
七
条
の
二
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
又
は
一
に
該
当
す
る
場
合
を
除


く
。
）
で
あ
る
こ
と
。 


 
 


２ 


１
の
期
日
以
後
に
お
い
て
、
当
該
違
反
行
為
を
し
て
い
た
者
で
な
い
こ
と
。 


 


三 


公
正
取
引
委
員
会
が
、
一
又
は
二
に
よ
る
報
告
及
び
資
料
の
提
出
を
行
っ
た
事
業
者
に
対
し
て
課
徴
金
の
納
付
命
令
を


す
る
ま
で
の
間
に
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
実
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
一
又
は
二
に
か
か
わ
ら
ず
、
課
徴
金


の
減
額
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 


 
 


 
 


 
 


 
 


 
 


 
 
 
 
 


 
 


（
第
七
条
の
二
第
十
二
項
関
係
） 


 
 


１ 


当
該
事
業
者
が
行
っ
た
当
該
報
告
又
は
提
出
し
た
資
料
に
虚
偽
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
。 







 
 


２ 


当
該
事
業
者
が
求
め
ら
れ
た
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
し


た
こ
と
。 


 
 


３ 
当
該
事
業
者
が
し
た
当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
お
い
て
、
当
該
事
業
者
が
他
の
事
業
者
に
対
し
違
反
行
為
を
す


る
こ
と
を
強
要
し
、
又
は
他
の
事
業
者
が
違
反
行
為
を
や
め
る
こ
と
を
妨
害
し
て
い
た
こ
と
。 


四 


一
及
び
二
の
改
正
に
伴
い
、
課
徴
金
納
付
命
令
対
象
事
業
者
が
、
公
正
取
引
委
員
会
の
調
査
開
始
日
の
一
月
前
の
日
ま


で
に
違
反
行
為
を
や
め
た
と
き
に
第
七
条
の
二
第
一
項
又
は
第
四
項
の
算
定
率
と
異
な
る
率
を
適
用
す
る
規
定
及
び
公
正


取
引
委
員
会
の
調
査
開
始
日
前
に
、
単
独
で
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
事
業
者
の
う
ち
三
番
目
に
当
該
違
反
行
為
に
係
る


事
実
の
報
告
等
を
行
っ
た
者
で
あ
る
こ
と
等
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
課
徴
金
の
額
に
百
分
の
三
十
を
乗
じ
て
得
た
額


を
当
該
課
徴
金
の
額
か
ら
減
額
す
る
等
の
規
定
を
廃
止
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 


 


 
 
 


 
 
 
 
 


 
 
 


 
 


 
 


 
 


 
 


 
 


 
 


（
旧
第
七
条
の
二
第
五
項
、
第
八
項
第
二
号
及
び
第
九
項
関
係
） 


第
二 


そ
の
他 


一 


こ
の
法
律
の
施
行
期
日
、
経
過
措
置
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 


 


二 


政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
速
や
か
に
、
課
徴
金
の
減
免
に
係
る
制
度
の
実
効
性
の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
国
の


 
 


三







 


四


契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
に
お
い
て
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
者
を
期
間
を
定
め
て
一
般
競
争
入


札
に
参
加
さ
せ
ず
、
又
は
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
と
し
て
指
名
し
な
い
こ
と
と
す
る
措
置
（
以
下
「
指
名
停
止
措


置
」
と
い
う
。
）
に
関
し
て
、
課
徴
金
の
免
除
を
受
け
た
者
を
指
名
停
止
措
置
の
対
象
と
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
等
指


名
停
止
措
置
の
基
準
に
つ
い
て
必
要
な
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 


 





